
（単位：千円）

第一次交付限度額

第二次交付限度額

交付対象経費 第三次交付限度額（地方単独分） 270,211                         
1/23以降緊急事態措置等

に係る別途算定額
0

国庫補助事業費 第三次交付限度額（補助裏分） 21,186                           うち法定率事業分 3,972        

地方単独事業費
第三次交付限度額のうち

本省繰越希望額
（第三次地単分＋法定率事業分以内）

交付限度額計

Ａ

Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

832,799 47,816 21,660 804,867 - 6,272 - 

1 単 49
小規模事業
者感染症対
策協力事業

①新型コロナウイルス感染症の拡大により厳しい経営
環境に置かれながらも感染拡大防止に協力いただいて
いる小規模事業者（消毒液や飛沫防止シートの設置な
どを実施）に対して協力金を支給し、支援する。
②・③
●協力金　67,150千円
　対象事業者1,343件×50,000円/件＝67,150千円
●事務費　361千円
　返信用封筒作成
　10円×1,500枚×1.1≒17千円
　給付に関する通知郵送
　344千円
④小規模事業者

－ ○ － － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規

模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R2.10 67,511 67,511 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/15892733038
04/index.html

R2補正
（地）

2 単
医療・福祉施
設従事者応
援事業

①新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、事業の
継続を支えている医療、介護、障害、保育（学童含む）
施設の従事者へ応援金を給付する。
②・③
●応援金　14,720千円（2,944人×5,000円）
●事務費　209千円
給付に係る通知郵送　　（84円×770通）＋（73円×
1,964通）
④医療、介護、障害、保育（学童含む）施設の従事者

－ － － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人への

支援

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R2.9 14,929 14,929 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/15892733038
04/index.html

R2補正
（地）

3 単 12
公共的空間
安全・安心確
保事業

①公共施設での新型コロナウイルス感染症拡大を防止
するために必要な消毒液等の物品を購入する。
②・③
●庁舎等用蓋付ゴミ箱　2,900円×50個×1.1＝159,500
円
●庁舎等用次亜塩素酸水噴霧器　32,500円×4個×1.1
＝143,000円
●ハンディ型サーマルカメラ
3台×250,000円×1.1＝825,000円
●非接触型体温計
577,328円（65個）
●窓口・執務室必要品
・ビニール手袋　330箱×150円×1.1＝54,450円
・その他消耗品　138,939円
●消耗品費
・消毒液　87個×5,400円×1.1＝516,780円
・その他消耗品　630,314円
●備品購入費（音声アナウンス）
15台×14,220円×1.1＝234,630円
④地方公共団体

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3 3,280 3,280 - - 

https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/15879910870
23/index.html
「No.3_公共的空間安全・安心確
保事業明細」

R2補正
（地）

4 単
子育て世帯支
援金給付事
業

①新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響によ
り、子育て世帯が抱える様々な負担に対して支援金を給
付し、子育て世帯の生活を応援する。
②・③
●支援金　63,940千円
対象児童数6,394人×10,000円/人＝63,940千円
④令和2年4月分の児童手当支給対象世帯

－ － － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人への

支援

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3 63,940 63,940 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/15886469616
73/index.html

R2補正
（地）

5 単 103
学校情報整
備管理運営
事業

①－
②－
③
家庭にインターネット環境がない児童生徒を対象に貸し
出すタブレット端末の設定変更に要する経費に充当
・設定変更委託料750千円
④
インターネット環境がない児童生徒

－ － － － － －

①-Ⅳ-３．リ
モート化等に
よるデジタル・
トランスフォー
メーションの

加速

⑨教育 R2.5 R3.3 750 750 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/15879910870
23/index.html

R2補正
（地）

個人を対
象とした
給付金等

移替先 総務省 1,010,882                                                                               

19,884                                                         本省繰越予定額                   274,183

274,183                                                                                  784,983                                                        配分予定額計 736,699                  

確
認
済
み
事
業

総事業費 補助対
象事業
費

補助対
象外経
費

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と

所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分

合計

Ｎｏ

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付

金

③事業者
への家賃
支援

特定事業
者等支援

基金
経済対策と
の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当

関係）

事業
始期

事業
終期

★★令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画

都道府県名 群馬県 第一次配分額 180,144                  180,144                                                                                  

539,341                                                                                  

都道府県・市町村コード（５桁） 10212 804,867                                                        第三次配分予定額
（本省繰越希望額を除く）

82,503                   

地方公共団体名 みどり市 第二次配分額 474,052                  



Ａ

Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

個人を対
象とした
給付金等

確
認
済
み
事
業

総事業費 補助対
象事業
費

補助対
象外経
費

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と

所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分Ｎｏ

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付

金

③事業者
への家賃
支援

特定事業
者等支援

基金
経済対策と
の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当

関係）

事業
始期

事業
終期

6 単
指定管理施
設運営支援
補助事業

①・②
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、指定管理者
により管理運営を行っている市有施設に対して休業要
請を行い、このことに伴う休業期間中の施設運営に対し
て支援を講じる。
（１）休業手当分
円滑な営業再開に向けて、現状の雇用を確保する必要
があるため、指定管理者が支払う休業手当と雇用調整
助成金の差額分を補助
（２）施設管理経費分
休業期間中に必要な施設の管理経費を全額補助
③・④
指定管理施設運営支援補助金　8,674千円
交付対象＝指定管理者
（内訳）
指定管理施設　　　　金額
東町農産物直売所　　104千円
浅原体験村　　　　　760千円
小平の里　　　　　1,276千円
サンレイク草木　　5,554千円
沢入地区キャンプ場　980千円

－ － － － － －
Ⅱ-１．雇用の

維持
㉑いずれも該

当しない
R2.5 R2.9 8,674 8,674 - - 

R2補正
（地）

7 単 38

必需物品供
給事業（次亜
塩素酸水配
付）

①感染症対策のため、除菌効果のある次亜塩素酸水の
生成装置を設置し、必要とする市民への配付を行うもの
②・③
・次亜塩素酸水生成器1基　　　　 580,800円
・次亜塩素酸水生成液　22,000円×10箱＝220,000円
・運搬容器　 　　　      877円×10個＝8,770円
　　　　　　　　　　　   　　9,823円×6個＝58,938円
④－

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R3.3 869 869 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/15892733038
04/index.html

R2補正
（地）

8 単 38

必需物品供
給事業（保育
所等マスク配
布）

①感染症予防のため、保育所等に布製マスクを配布す
る
②・③
マスク購入費
5,580枚×250円×1.1＝1,534,500円
1,750枚×160円×1.1＝　308,000円　合計　1,842,500円
④
園児、妊産婦、児童等

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R2.5 1,843 1,843 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/15869986746
83/index.html

R2補正
（地）

9 単 38

必需物品供
給事業（75歳
以上マスク配
布）

①感染症予防のため、75歳以上の市民に布製マスクを
配布する
②・③
●マスク購入費
7,200人×250円×2枚×1.1＝3,960,000円
●配布用宛名ラベル
1箱×7,500円×1.1＝8,250円
●配布郵送
7,200通×84円＝604,800円
④75歳以上の市民

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R2.6 4,574 4,574 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/15869986746
83/index.html

R2補正
（地）

10 単 33
非デジタル対
応情報提供
事業

①新型コロナウイルス感染症関連情報を発信するため
のもの
②・③
・ゴム印（スタンプ）　 10個×6,000円×1.1＝66,000円
※コロナウイルス感染症に起因する納税猶予に係る相
談受付を周知するため既存の封筒に押印するもの
・用紙　 20,000枚×8.1円×5回＝810,000円
④－

－ － － － － －
Ⅰ-６．情報発

信の充実
㉑いずれも該

当しない
R2.4 R2.10 876 876 - - 

R2補正
（地）

11 単 38
必需物品購
入事業

①コロナウイルス感染症対策に必要な物品に不足が生
じた公共施設や保育所、病院等へ早急に供給できるよ
う、市で必要物品を購入する
②・③
合計：167千円
●次亜塩素酸水　4,500円×15缶×1.08＝72,900円
●手指消毒剤　8,500円×10本×1.1＝93,500円
その他追加購入品　3,640千円
●不織布マスク　50円×30,000枚×1.1＝1,650,000円
●その他消耗品　1,989,514円
④地方公共団体

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3 3,807 3,807 - - 
「No.11_必需物品購入事業　追
加購入物品明細」

R2補正
（地）

12 ○ 単 39
内定取消者
支援事業

①
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、内定取り消
しを受けた学生等の当面の就労を支援するため、新型
コロナウイルス感染症対策として新たに発生した業務等
に従事する会計年度任用職員（パートタイム）として任用
するもの。
②
会計年度任用職員報酬等に充当　7,544千円（事務補助
5人分）
③
報酬　131,961円×9月分×5人≒5,939千円
職員手当　95,672円×5人≒479千円
旅費　4,200円×9月分×5人＝189千円
共済費　（19,290円×9月分＋13,676円）×5人≒937千
円

－ － － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人への

支援

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3 7,544 7,544 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/15862600531
69/index.html

R2予備費
（地）



Ａ

Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

個人を対
象とした
給付金等

確
認
済
み
事
業

総事業費 補助対
象事業
費

補助対
象外経
費

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と

所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分Ｎｏ

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付

金

③事業者
への家賃
支援

特定事業
者等支援

基金
経済対策と
の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当

関係）

事業
始期

事業
終期

13 単 36
防災活動支
援事業

①避難所の衛生環境を保つため、消毒薬等の資材を避
難所に備蓄するもの
②・③
マスク　2,800円×44箱(/50枚)×1.1＝135,520円
　　　　 1,500円×2箱（/50枚）×60ヶ所×1.1＝198千円
消毒液　1,500円×30本(/ 1㍑)×1.1＝ 49,500円
　　　　　 1,500円×60ヶ所×1.1＝99千円
避難所用間仕切り
　　　　 36,000円×10張×1.1＝396千円
防災テント　186,000円×3張×1.1＝613,800円　　合計
1,492千円
非接触型ＡＩサーマルカメラ（ハンデイ型）一式
251,850円×3台×1.1＝831,105円≒ 832千円
その他追加購入品　3,027千円
・段ボールベッド　7,000円×150個×1.1＝1,155,000円
・その他消耗品　1,871,906円
④地方公共団体

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保
⑤防災IT化 R2.4 R2.10 5,351 5,351 - - 

https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/15892733038
04/index.html
「防災活動支援事業　追加購入
物品明細」

R2補正
（地）

14 単
情報通信機
器等整備事
業

①市職員の分散勤務や関係機関とインターネットを介し
て行われる非接触型会議などに対応するため、事務機
器やインターネット環境等の整備を行うもの
②・③
●庁舎公衆無線LAN整備工事　59千円
●庁舎公衆無線LAN改善事業費　　303千円
（変更・新設後月額44,990円-現行20,000円）×11月×
1.1＝302,379円
●ポケットWi－Fi利用　　 265千円
・本体　　　3,000円×3個×1.1＝9,900円
・利用料　　7,012円×11月×3個×1.1＝254,536円
●分散勤務に対応するための情報機器関連物品　170
千円
・HUB　5,000円×15個×1.1＝82,500円
・ヘッドセット　1,470円×25個×1.1＝40,425円
・LANｹｰﾌﾞﾙ　15,500円×2箱×1.1＝34,100円
・RJ45コネクタ　2,870円×4袋×1.1＝12,628円
●テレビ会議システムの利用料　30千円
●庁舎公衆無線LAN増設費用　657千円
・増設工事費　((WiFi機器170,000円×3台)+工事費
44,500円)×1.1＝609,950円
・月額利用料　42,100×1.1×1月＝46,310円
④地方公共団体

－ － － － － －

①-Ⅳ-３．リ
モート化等に
よるデジタル・
トランスフォー
メーションの

加速

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R3.3 1,484 1,484 - - 
R2補正
（地）

15 単 24
鉄道安全運
行
維持奨励金

①新型コロナウイルスの影響で運賃収入等が大幅に減
収している鉄道事業者に、鉄道の安全運行と利用者が3
密にならないような運行を維持するため、奨励金を交付
することで鉄道の運行を継続するもの。
②鉄道の運行を継続するための経費
③わたらせ渓谷鐵道　28,756千円 　上毛電気鉄道
2,000千円
④鉄道事業者（わたらせ渓谷鐵道、上毛電気鉄道）

－ ○ － ○ － －

①-Ⅱ-３．事
業継続に困っ
ている中小・

小規模事業者
等への支援

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R3.3 30,756 30,756 - - 
R2補正
（地）

16 単 102

修学旅行変
更に伴うキャ
ンセル料補助
事業

①新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として修学
旅行を延期した際の旅行企画キャンセル料の保護者負
担の軽減を図る。
②・③大東中学校修学旅行企画キャンセル料：1,760円
×82名分≒144,000円
④生徒

－ － － － － －

①-Ⅰ-８．学
校の臨時休業
等を円滑に進
めるための環

境整備

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R2.11 144 144 - - 
R2補正
（地）

17 ○ 補 47
学校臨時休
業対策費補
助金

文科

①臨時休校に伴い、食材受注がキャンセルとなった食
材業者の経費を負担することにより食材業者を支援し、
また、学校給食の安定供給を図る。
②食材業者のキャンセルに伴う経費（違約金等）
③臨時休校による食材キャンセルに伴う経費を上限に
一定割合とする
3,092,169円≒3,093千円
④学校給食食材納入業者

－ － － － － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R2.9 3,093 3,093 2,319 774 - - -         
R元予備
費（国）

18 ○ 単 47
学校給食持
続化補助金

①臨時休校に伴い、食材受注がキャンセルとなった食
材業者に、体制維持等に必要な取り組みに対する「応
援金（補助金）」として支出し、学校給食の安定供給を図
る。
②食材業者の体制維持等に必要な取り組みに対する経
費
③臨時休校中の必要経費（加工賃：加工賃単価×加工
予定数）について、その9割を上限とした額：1,119千円

－ ○ － ○ － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R2.11 1,119 1,119 - - 
R2補正
（地）

19 ○ 単
敬老祝金事
業

①敬老祝金は対面により現金を交付するのが通例で
あったが、新型コロナウイルス対策として高齢者との接
触を避けるため、口座振込により贈呈するもの。
②贈呈方法変更を周知する経費、口座情報を取得する
経費及び口座へ振り込む経費
③通信運搬費：（往信57円+返信99円）×4,457人＝696
千円、振込手数料：110円×4,457人＝491千円
④地方公共団体

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R3.3 1,187 1,187 - - 
R2補正
（地）

20 単 71
個人旅行誘
客強化事業

①特別感のある県民向け宿泊体験プラン等を新規作成
し、宿泊客を誘致することに加え、観光の側面から鉄道
利用の促進を図り、新型コロナウイルスの影響により、
収入が落ち込んでいる宿泊・鉄道両者を支援する。この
ほか、非接触型スタンプラリーの実施や個人旅行者を
ターゲットにした自転車観光の推進、観光ガイドブックの
デジタル化などによって、安全面に配慮した新しい観光
スタイルを創出するもの。
②表彰品代、消耗品費、印刷製本費、通信運搬費、
ホームページ更新作成委託料、システム使用料、備品
購入費、宿泊費助成金
③表彰品代200千円、印刷製本費1,536千円、通信運搬
費3,820千円、報償費100千円、消耗品費308千円、備品
購入費6,203千円、委託料6,876千円、システム使用料
296千円、宿泊費助成金4,000千円
④地方公共団体

－ － － － － －

Ⅲ-１．観光・
運輸業、飲食
業、イベント・
エンターテイ
ンメント事業

等に対する支
援

⑱新たな旅行 R2.9 R3.4以降 23,339 23,339 - - 
「No.20_個人旅行誘客強化事業
積算根拠内訳」

感染拡大の第3波の到
来及び長期化により本
事業を中止しており、
観光業の需要回復と
いう当初の目的を果た
すために令和3年度ま
で終期を延長するも
の。

R2補正
（地）
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Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
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事業
終期

21 単 12

小中学校卓
上パーティ
ション購入事
業

①小中学校の再開に当たって、新型コロナウイルス感
染症防止の観点から、感染リスクをできる限り軽減する
ことを目的に、1学級に35人程度又はそれ以上の児童生
徒が在籍する学校に、飛沫を防止する卓上パーティショ
ンを設置するため。
②備品購入費
③卓上パーティション　2,250円×800個×1.1＝1,980千
円
④児童生徒

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R2.7 1,980 1,980 - - 
R2予備費

（地）

22 補 12
学校保健特
別対策事業
費補助金

文科

（学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援
事業）
①学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援
事業として、市内小中学校の消耗品及び備品購入等を
実施する。
②・③市内小中学校の需用費、役務費、賃借料、工事
費、備品購入費15,500千円
・感染症対策及び学習保障等に係る消耗品費（アルコー
ル消毒液、手指消毒器、ビニール手袋、ポリ袋、清掃用
シート、ペーパー、フェイスシールド）5,267千円
・網戸修繕一式188千円
・電話増設電話料125千円
・修学旅行バス借り上げ料1,620千円
・網戸設置工事1,254千円
・空気清浄機、サーキュレータ等備品購入費7,046千円
④小学校7校・中学校5校

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3 15,500 15,500 7,750 7,750 - - -         
国庫補助交付決定通知
「No.22・23_備品購入一覧」

R2補正
（国）

23 単 12

学校再開に
伴う感染症対
策・学習保障
等に係る支援
事業（市単独
分）

①学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援
事業として、市内小中学校の消耗品及び備品購入等を
実施する。
②・③市内小中学校の需用費、賃借料、工事費、備品
購入費　24,391千円
・感染症対策及び学習保障等に係る消耗品費（アルコー
ル消毒液、手指消毒器、ビニール手袋、ポリ袋、清掃用
シート、ペーパー、フェイスシールド）1,890千円
・網戸修繕一式2,312千円
・修学旅行バス借り上げ料1,207千円
・エアコン設置工事887千円
・空気清浄機、サーキュレータ等備品購入費18,095千円
 ④小学校7校・中学校5校

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3 24,391 24,391 - - 「No.22・23_備品購入一覧」
学校保健特別対策事
業費補助金(文部科学
省)

R2補正
（地）

24 ○ 補 38
学校保健特
別対策事業
費補助金

文科

（感染症対策のためのマスク等購入支援事業）
①学校臨時休校からの学校再開にあたり、感染対策に
必要な消耗品を配備するもの
②市内小中学校の消耗品の購入費1,352千円
③手指消毒液（一斗缶）647,460円、手指消毒液（ポンプ
式）452,760円、使い捨てマスク176,000円、キッチンペー
パー75,834円
④小学校7校・中学校5校

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3 1,352 1,352 676 676 - - -         国庫補助交付決定通知
R2補正
（国）

25 ○ 単 38

公立学校マス
ク等感染症対
策消耗品購
入（市単独
分）

①学校臨時休校からの学校再開にあたり、感染対策に
必要な消耗品を配備するもの
②市内小中学校の消耗品の購入費746千円
③ビニール手袋288,240円、ポリ袋23,270円、トイレ清掃
用シート434,490円
④小学校7校・中学校5校

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3 746 746 - - 
学校保健特別対策事
業費補助金(文部科学
省)

R2補正
（地）

26 ○ 単 12
パーティション
設置事業

①資料閲覧スペース、学習室に飛沫の拡散を防止する
卓上パーティションを設置し、感染リスクを軽減する。
②図書館（笠懸・大間々）備品購入
③パーティション　2,500円×12台　2,800円×8台
　3,400円×19台　3,800円×2台　計124,600×1.1＝
137,060円
④市内図書館2ヶ所

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R2.6 137 137 - - 
R2予備費

（地）

27 単 12
飛沫防止
パーティション
設置事業

①飛沫感染対策としてアクリル製卓上パーティションを
購入するもの。
②飛沫防止用パーティションの備品購入
③[高さ60㎝]200台×4,950円=990千円
④地方公共団体

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R3.3 990 990 - - 
R2補正
（地）

28 単 35
足踏み式消
毒液スタンド
設置事業

①木製足踏み式消毒液スタンドを公共施設・福祉施設
等に増設し、感染防止、木材利用の意識啓発のPRを図
る
②消毒液スタンドの製作費
③3,400円/基×315基＝1,071千円
④市内公共施設：294ヶ所

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R3.1 1,071 1,071 - - 
R2補正
（地）

29 ○ 単 22
多世代交流
館維持管理
事業

①多世代交流館体育館のコロナウイルス感染症対策蔓
延防止のための換気対策として、非常口の扉(2カ所）の
改善を行う。多世代交流館2階トイレ2カ所にコロナウイ
ルス感染症対策蔓延防止のための換気対策として、換
気扇を設置する。
②工事請負費
③・両開きフラッシュ扉　2カ所　鋼製建具工事、塗装工
事等併せて税込1,232千円
・2階男女トイレ　換気扇設置工事　税込141千円
④多世代交流館

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R3.3 1,373 1,373 - - 
R2補正
（地）

30 単 12

富弘美術館
感染症対策
物品等購入
事業

①・今後、入館者の増加に対応するため、入館を待つお
客様の日よけ及び雨よけとなるテントを設置する。
・入館後、周辺の美しい自然を感染リスクが高まる館内
からではなく園庭から満喫していただくため、日よけのパ
ラソルを設置する。
・中止している音声ガイドの消毒機器を購入し、音声ガ
イドの使用を可能とする。
②感染対策物品購入費
③ワンタッチ式パイプテント：170,000円×3基＝510千
円、パラソル一式　　　：20,000円×2基＝40千円、L字型
フロアスタンド：4,000円×10本＝40千円、蚊帳：2,000円
×3枚＝6千円、虫よけ：800円×10個＝8千円、音声ガ
イド消毒機械：100千円、空気清浄機（窓のない展示室
等）：60,000円×6台＝360千円  合計1,064千円
④富弘美術館（市直営）

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保
①３密対策 R2.10 R3.3 1,064 1,064 - - 

R2補正
（地）
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31 単

マイナンバー
カード機能拡
充事業（図書
館利用券）

（笠懸・大間々図書館、東公民館）
①新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、マイナ
ンバーカードを図書利用券として利用できるよう機器の
整備やシステムを改修し、非接触型で貸出しができるよ
うにする。（現在はカードの受け渡しが必要であるが、マ
イナンバーカードはICリーダーに置くことのみで処理が
可能）
②システム改修費（委託料）、マイナンバー用カードリー
ダーマイキー登録用端末、パーティション　（備品購入
費）
③システム改修費：500,000円×1.1＝550千円、カード
リーダー：10,000×9個×1.1＝99千円、登録用端末：
220,000円×3×1.1＝726千円、　パーティション(端末付
近に設置)　40,000×6×1.1＝264千円　　合計1,639千

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

④行政IT化 R2.10 R3.2 1,639 1,639 - - 
R2補正
（地）

32 単
諸証明コンビ
ニ交付事業

①新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から窓口の
混雑緩和を図るため、諸証明のコンビニ交付実施を目
的としたシステム構築を行うもの。あわせて時間外でも
取得可能にすることで市民の利便性の向上も図ること
で、諸証明交付に必要なマイナンバーカードの取得促進
も行う。
また、コンビニの無い地域にはマルチコピー機を公共施
設等に設置し、コンビニ同様の諸証明発行サービスを提
供する。
②諸証明コンビニ交付事業構築に必要な一時導入費全
てに充当。
・コンビニ交付運用機器　　・コンビニ交付システム導入
費　　・諸証明交付マルチコピー機導入費
③コンビニ交付運用機器1式：2,834千円、コンビニ交付
システム導入費（証明発行サーバ構築費)：56人日×55
千円＝3,080千円、コンビニ交付システム導入費(住民
票・印鑑・戸籍)：90人日×55千円＝4,950千円、コンビニ
交付システム導入費(税証明)：20人日×55千円＝1,100
千円　　小計　11,964千円（税込み）・・・・・(A)
マルチコピー機及び周辺機器（設置調整費含む）及び監
視カメラ一式（東支所1台分）：4,096千円　　小計　4,096
千円（税込み）・・・・・(B)
合計　(A)＋（B)＝16,060千円（税込み）
④市民、地方公共団体

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

④行政IT化 R2.9 R3.3 16,060 16,060 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/16104484395
16/index.html

R2補正
（地）

33 単 78
テレワーク拠
点整備支援
事業

①テレワーク環境の整備をすることによって通勤等で不
特定多数との接触を減らし、新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止等を図るとともに、多様な働き方による
業務効率化を充実させるため。
②空き家物件の情報収集・情報発信に係る費用。
③1,240千円
（物件所有者へのDM費用30千円、空き家物件内覧希望
者用映像作成委託料：10棟×121,000円＝1,210千円）
④転入希望者等

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

⑬リビングシフ
ト

R2.10 R3.3 1,240 1,240 - - 
R2補正
（地）

34 ○ 補 103
公立学校情
報機器整備
費補助金

文科

（GIGAスクールサポーター配置支援事業）
①ICT人材の配置を行い、GIGAスクール構想を推進す
るもの
②・③
ICT人材配置委託料：1,400,400円×6名≒8,402千円
④児童・生徒

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

⑨教育 R2.11 R3.3 8,402 8,402 4,201 4,201 - - -         国庫補助交付決定通知
R2補正
（国）

35 単 103

情報機器整
備事業（GIGA
スクール構
想）

①文部科学省の掲げる「GIGAスクール構想の加速によ
る学びの保障(複数年度で児童生徒一人一台整備の予
定だった端末を、令和2年度に全て整備することとした)」
の実現のため、児童生徒一人一台端末を整備する。3人
に2台分は国庫補助10割、残り1台分を市が負担する。
（総額172,559,387円）。一人一台にすることで端末の受
け渡しによる接触を減らし感染予防を図る。また、同様
に「GIGAスクール構想の加速による学びの保障」の実
現のため、新型コロナウィルス等による学校の臨時休業
等の緊急時においても、子どもたちが家庭にいながら学
習を継続できる環境整備を行うため、インターネット環境
のない家庭への貸出用Wi-Fiルータを購入する。
②学校備品購入費
③端末代：43,043円×児童生徒数(全体の1/3)1,336人
≒57,506千円
Wi-Fiルータ代：7,150円×98世帯（アンケートより算出）
≒701千円
④地方公共団体

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

⑨教育 R2.10 R3.3 58,207 58,207 - - 
公立学校情報機器整
備費補助金（文部科学
省）

R2補正
（地）

36 単
分散勤務環
境整備事業

①新型コロナウイルス第2波、第3波や災害等による分
散勤務に対応するため、感染を防ぎ安定した市民サー
ビスを継続するため、分散勤務地の環境整備をするも
の。
②分散勤務地に必要な需用費、役務費、委託料、賃借
料、備品購入費、使用料
③備品購入費（タイムレコーダー）：149千円
賃借料（コピー機）：71千円
運搬委託料：44千円
備品購入費（コードリール、事務机、電話台、OAタップ）：
703千円
食糧費（ウォーターサーバー飲料水）：330千円
エアコン点検費：132千円
光熱費：565千円
タブレット端末購入費：2,765千円
ポケットWi-Fi購入費：73千円
④地方公共団体

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R3.4以降 4,832 4,832 - - 

購入予定備品の一部
が、世界的な需要の
高まりによって部品の
不足を来たし、年度内
の納品が難しいため

R2補正
（地）
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37 単
消費拡大支
援事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により、厳しい経営
環境に置かれた市内事業者を支援するとともに、感染
症防止にご協力いただいている市民を応援するため、
緊急的な経済対策として市内取扱店で使用可能な応援
券を配布することで、市内の消費拡大を支援する。
②市民1人あたり5,000円の応援券配布及び事務費
③応援券　500円×493,078枚＝246,539千円
会計年度任用職員報酬（通勤手当含む）　386千円
郵送代（簡易書留等）8,225千円
システム改修費　385千円
印刷製本費　3,815千円（券：2,301,728円、のぼり：
1,003,310円、ポスター：122,100円、封筒：357,115円、換
金申請書：30,360円）
④市民　約50,300人

－ － － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R2.11 259,350 259,350 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/15937708477
12/index.html

R2補正
（地）

38 単 35
公共施設水
道蛇口交換
事業

①不特定多数の方が触れる庁舎や小・中学校等の水道
蛇口を既存のハンドル型からレバー型に移行すること
で、接触面積を少なくし、感染リスクの低減を図る。
②③レバー購入代：4,629千円
④-

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R3.3 4,629 4,629 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/15929715179
60/index.html

R2補正
（地）

39 単 35
貸出図書消
毒事業

①図書館において、返却を受けた図書を紫外線除菌す
ることで、図書館利用者の安心・安全を確保し、感染症
拡大防止を図る。
②図書消毒器の購入
③750,000円×2台×1.1＝1,650千円
④笠懸図書館・大間々図書館

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R2.11 1,650 1,650 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/15929715179
60/index.html

R2補正
（地）

40 単
公共施設分
散勤務対応
事業

①分散勤務に伴い、事務の実施に必要な複合機を
   分散勤務先に移動し事務環境の整備を図る。
②複合機の移設・再設置（２台)
③[第1回分散勤務]
　 笠懸庁舎→福岡中央小学校：32,461円
　 福岡中央小学校→笠懸庁舎：32,461円
    32,461円+32461円×1.1=71,414円
　 [第2回分散勤務]
　 搬出委託料：20,000円×2台×1.1＝44,000円
④地方公共団体

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R3.3 116 116 - - 
R2予備費

（地）

41 ○ 単 12
飛沫防止
パーティション
設置事業

①飛まつ防止パーテーションを購入・設置し、来庁者及
び職員の新型コロナウイルス感染防止を図る。
②飛まつ防止パーテーション5台の購入
③14,800円×5台×1.1=81,400円
④地方公共団体

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R2.8 82 82 - - 
R2予備費

（地）

42 補 106
子ども・子育
て支援交付金

内閣府

①新型コロナウイルス感染症の感染拡大による小学校
の臨時休校に伴い、学童保育所を特別に開所し、児童
の居場所を確保するとともに、その健全育成を図る。
また、感染拡大防止を図るため、通所の自粛を要請した
ことにより、各学童保育所で徴収している月額利用料を
日割り制とし、減収分を各学童保育所に補填し、運営維
持を図る。
②③
特別開所に伴う人件費（18支援の単位分）
　時給1,000円×5H×40人×45日＝9,000,000円
利用料の補填による経費
　400人×57日×400円＝9,120,000円
（その他の財源：令和2年度群馬県子ども・子育て支援
交付金）
④学童保育所 10施設

－ － － － － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3 18,120 18,120 6,040 6,040 - 6,040 -         国庫補助交付決定通知
R2補正
（国）

43 補 103
公立学校情
報機器整備
費補助金

文科

（学校からの遠隔学習機能の強化事業）
①情報通信備品の購入を行い、GIGAスクール構想を推
進するもの
②・③
学校備品購入費（通信用マイク・カメラ）：41,780円(国庫
補助上限35,000円)×12校＝420千円
④小学校7校・中学校5校

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

⑨教育 R2.11 R2.12 420 420 210 210 - - -         国庫補助交付決定通知
R2補正
（国）

44 （削除） －

45 補 38
障害者総合
支援事業費
補助金

厚労

（新型コロナウイルス感染拡大に伴う地域活動支援セン
ターや日中一時支援事業の受け入れ体制強化等）
①新型コロナウイルス感染症により、地域活動支援セン
ターや日中一時支援事業の受け入れニーズが高まる中
で、感染防止対策で生じた消毒・マスク等のかかり増し
経費を支援するため、必要な衛生用品を市で購入し、対
象事業所へ配布を行う。
②地域活動支援センターや日中一時支援事業の受け
入れ体制強化で感染対策に要した衛生用品の購入（市
負担分）
③対象事業所へ聞き取り調査により把握
・地域活動支援センター　3か所
地域活動支援センターつばさ：109,037円
地域活動支援センターおおまま：65,576円
地域活動支援センターわたらせ：17,200円
・日中一時支援事業　2か所
療育センターきぼう：41,488円
はーとふるチハヤ：31,232円
計　　264,533円
（その他の財源：令和2年度障害者総合支援事業費補
助金【新型コロナウイルス感染症対策に係る特別事業
分】：群馬県負担分）
④市内の日中一時支援事業所及び地域活動支援セン

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3 265 265 132 67 - 66 -         
R2補正
（国）
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46 補 102
障害者総合
支援事業費
補助金

厚労

（特別支援学校等の臨時休業に伴う放課後等デイサー
ビス支援事業）
①特別支援学校等の臨時休業に伴う放課後等デイサー
ビス支援事業における、利用者負担の増加による利用
世帯への財政支援。
②学校の臨時休業により追加的に生じた利用者負担及
び電話等による代替サービスの提供に係る利用者負担
に係る市負担分1/4
③厚労省の所要額見込み調書に報告した額
・学校の臨時休業により追加的に生じた利用者負担
628,428円    ・電話等による代替サービスに係る利用者
負担　35,878円  計　664,306円
※放課後等デイサービスの利用回数や利用時間が増え
たことによる利用料金(個人負担金）の補助
（その他の財源：令和2年度障害者総合支援事業費補
助金【特別支援学校等の臨時休業に伴う放課後等デイ
サービス支援等事業費県費補助金】：群馬県負担分）
④放課後等デイサービス利用世帯

－ － － － － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3 664 664 332 166 - 166 -         
R2補正
（国）

47 単
市民税賦課
事業

①特別徴収義務者（事業所）において、新型コロナウイ
ルス感染症防止を目的としたテレワークの妨げの一因と
なっている、特別徴収税額通知を従来の書面通知から
電子化（電子的正本通知）とすることで、特別徴収義務
者の利便性及びテレワーク等の感染防止措置の促進を
図る。
②電子化のための基幹系システム改修に係る電算処理
委託料
③システム改修費　（当初分）1,430千円　1,300,000円×
1.1＝1,430,000円　　（異動分）550千円　500,000円×1.1
＝550,000円
④地方公共団体

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

④行政IT化 R2.12 R3.3 1,980 1,980 - - 
R2補正
（地）

48 単
申告会場感
染症対策事
業

①市県民税申告会場における新型コロナウィルス感染
症対策として、来場者の健康状況確認作業(検温、健康
状況確認調査票の記入補助)を行うための受付窓口対
応のための人員を雇用するほか、会場内の密集を避け
るため、申告内容が「収入0円」と想定される人へ申告書
を郵送し、返信用封筒で提出してもらう。
②受付窓口対応会計年度任用職員報酬費
　申告書郵送及び返信用封筒用切手の郵券代
③会計年度任用職員報酬259千円　897円×6h×24日
（2/10～3/16）×2人＝258,336円
　通勤手当20千円　10,000円×2人×1月＝20,000円
　通信運搬費101千円　600人×84円×2回（発送及び返
信分）＝100,800円（R2.9月末収入0円申告者数　実績
584人）
④地方公共団体

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R3.1 R3.3 380 380 - - 
R2補正
（地）

49 単 広報事業

①新型コロナウィルス感染症の影響により、三密対策が
取られる中、市の主催による市民等向けの報告会や講
演会、イベントなどにおいて集客人数が制限されること
から、動画を撮影しホームページやユーチューブで配信
することで、三密になることを防ぎ多くの市民の皆さまに
同じ情報を共有することができる。また、人数制限をして
も他の会場でも同時に見られるよう設備を整える。
②撮影機材及び編集機材一式の備品購入費
③ビデオカメラ（アクセサリーキット付き）   115,412円
   ショットガンマイクロホン　　　　　　　　　　  42,680円
   ipadPro12.9インチ　　　　　　　　　　　      151,580円
　編集用ＰＣ（Mac Book Pro16インチ）　    267,300円
  Mac用office                                       30,000円
  外付けSSD                                       26,554円
  編集用モニター(23型）　　　　　　　　　　　 　13,530円
　液晶モニター(43型）　　　　　　　　　　　 　　 60,280円
  プロジェクター　　　　　　　　　　　　　　　　　173,800円
　モバイルスクリーン(80型）　　　　　　　　 　  69,080円
　その他付属品（接続機材）　　　　　　　　　  115,784円
④地方公共団体

－ － － － － －
Ⅰ-６．情報発

信の充実
㉑いずれも該

当しない
R2.11 R3.3 1,066 1,066 - - 

R2予備費
（地）

50 単 73
ミュージアム
魅力発信事
業

①コロナ禍によって来場者数が減少している市有博物
館及び美術館の魅力をPRするための映像コンテンツを
制作しYouTubeで公開。ウイルス感染拡大収束後の来
場につなげる。
②制作委託費
③岩宿博物館：500千円
　富弘美術館：500千円
④市有博物館及び美術館

－ － － － － －
①-Ⅲ-２．地

域経済の活性
化

⑫文化芸術・
スポーツ・コン
テンツビジネ

ス

R2.12 R3.3 1,000 1,000 - - 
R2補正
（地）

51 単 28
電子図書館
事業

①生涯学習の推進を図るため、電子図書館を開設し、
新型の感染症・災害等に強い図書館を創設するとともに
図書館利用における利便性を向上させる。
②システム導入委託料、サーバー借り上げ料、電子図
書購入費
③・システム導入委託料　770千円（700千円×1.1）
 ・サーバー借り上げ料　110千円（50千円×2月×1.1）
 ・電子図書（無制限）
　12,320千円（4,000円×2,800冊×1.1）
　　5,500千円（100,000円×50冊×1.1）
 ・電子図書（制限あり）
　　1,540千円（2,800円×500冊×1.1）
④地方公共団体

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

④行政IT化 R2.12 R3.3 20,240 20,240 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/16118804965
71/index.html

R2補正
（地）

52 単 12
公民館等換
気対策事業

①新型コロナウィルス感染症対策として、窓に網戸を設
置し、自然風を取り込むことで夏季期間中のエアコン利
用を減らして、換気の徹底を行う。
②設置工事費
③笠懸公民館工事費：477,000円
　多世代交流館工事費：737,000円
　笠懸野文化ホール工事費：518,000円　　合計1,732千
円
④公民館2箇所、文化ホール1箇所

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保
①３密対策 R3.1 R3.3 1,732 1,732 - - 

R2補正
（地）



Ａ

Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
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起債予
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確
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済
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象事業
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補助対
象外経
費

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と

所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）
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助
・
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独
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集
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例
番
号

交付対象事
業の名称

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付

金

③事業者
への家賃
支援

特定事業
者等支援

基金
経済対策と
の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当

関係）

事業
始期

事業
終期

53 単 12

富弘美術館
新型コロナウ
イルス感染症
対応事業

①現在、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止しているカフェを再開し、館内の利用範囲を広げること
で3密の防止が図れ、安心した作品鑑賞を可能とする。
②カフェ再開のためのパーティーション及びテイクアウト
用容器
③パーティーション40千円×8枚＝320千円
　テイクアウト用容器25千円×4ヶ月＝100千円
④富弘美術館（市直営）

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.3 420 420 - - 
R2補正
（地）

54 単 12
富弘美術館
園庭整備事
業

①3密の防止による入館制限等に対応するため園庭に
花を植栽しベンチを配置するほか、星野富弘作品の大
型パネルのフォトスポットを設けるなど、待ち時間に楽し
める場所を複数設けることで人が分散するよう対策す
る。
②園庭整備費
③花植栽　400千円、ベンチ 40千円、フォトスポット　280
千円
④富弘美術館（市直営）

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保
①３密対策 R2.12 R3.3 720 720 - - 

R2補正
（地）

55 単
保育施設等
従事者慰労
金支給事業

①新型コロナウイルス感染症の感染リスクや不安を抱
えながら、職務を継続した保育施設等の従事者に慰労
金を支給することで、労働意欲の高揚を図り、ひいては
保育サービス等の継続と更なる質の向上を目指す。
②対象者１人当たり50,000円の支給及び事務費
③慰労金50,000円×435人＝21,750,000円
　郵送料84円（単価）×270人（市外施設勤務者）≒
23,000円
　口座振込手数料110円（単価）×435人≒48,000円
④保育施設等従事者（市民）435人

－ － － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人への

支援

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.3 21,821 21,821 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/16063681780
99/index.html

R2補正
（地）

56 単 103

情報機器整
備事業(GIGA
スクール構
想)

①GIGAスクール構想の実現により整備される児童・生
徒用1人1台端末を活用するための環境整備。
②③
○役務費：学校の新規インターネット回線開通費、回線
使用料、プロバイダ契約料
・ファミリーギガライン新設費36,300円×11校≒400千円
・ギガライン使用料(12校分)111千円×3ヶ月分=333千円
・プロバイダ利用料(12校分)28千円×3ヶ月分＝84千円
○委託料：児童・生徒用1人1台端末の保守委託。
・390千円×3ヶ月分＝1,170千円
　　※5年長期契約：総額23,364千円
○使用料：児童・生徒用1人1台端末のインターネットフィ
ルタリングソフト(5年一括購入)ライセンス使用料
・InterSafe GatewayConnection(5年一括)19,845千円
○備品購入費：校内のネットワーク環境において持ち運
び可能な無線AP。校外施設等とのオンライン授業のた
めの貸出し用機器(書画カメラ)
・無線AP(工事で整備するものと同等品)97,000円×2台
×12校分＝2,328千円
・書画カメラ　28,820円×2組≒58千円
④地方公共団体

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

⑨教育 R2.11 R3.3 24,218 24,218 - - 
R2補正
（地）

57 単 102

修学旅行変
更に伴うキャ
ンセル料補助
金

①新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として修学
旅行を延期等した際の旅行企画キャンセル料の保護者
負担の軽減を図る。
②旅行企画キャンセル料
③市内小学校2校13,200円＋市内中学校5校2,060,511
円＝2,073,711円
④生徒

－ － － － － －

①-Ⅰ-８．学
校の臨時休業
等を円滑に進
めるための環

境整備

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R2.12 2,074 2,074 - - 
R2予備費

（地）

58 単
市税等の納
付方法の拡
充

①市税等の納付方法としては、各庁舎、金融機関の窓
口、口座振替及びコンビニ納付があります。市税の収納
率は、年々微増となっていますが、収納率の維持のため
に新たな納付方法の構築が求められています。そのた
め、スマホのアプリを使ったキャッシュレスによる納付方
法を拡充します。
②基幹系システム（G.Bｅ_U）のシステム改修費用
③収納システム改修費用　　770千円
④地方公共団体

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

③キャッシュレ
ス

R2.12 R3.3 770 770 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/16121699807
63/index.html

R2補正
（地）

59 単 71
個人旅行誘
客宣伝事業

①特別感のある県民向け宿泊体験プラン等を新規作成
し、宿泊客を誘致することに加え、観光の側面から鉄道
利用の促進を図り、新型コロナウイルスの影響により、
収入が落ち込んでいる宿泊・鉄道両者を支援することを
目的として実施している個人旅行誘客強化事業を広く宣
伝するもの
②③新聞広告料　1紙×500,000円×1.1＝550,000円
④地方公共団体

－ － － － － －

Ⅲ-１．観光・
運輸業、飲食
業、イベント・
エンターテイ
ンメント事業

等に対する支
援

⑱新たな旅行 R2.10 R2.11 550 550 - - 
R2予備費

（地）

60 単
シルバー人材
センター補助
事業

①新型コロナウイルスの影響で事業収入が大幅に減収
しているシルバー人材センターに、会員の安全就業を図
り、感染症対策を行いながら事業を維持するため、奨励
金を交付することで事業運営を継続するもの。
②シルバー人材センターの事業運営を継続するための
経費
③減収額3,836千円×75％＝奨励金2,877千円
④シルバー人材センター

－ ○ － ○ － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規

模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.3 2,877 2,877 - - 
R2補正
（地）

61 単

新型コロナウ
イルス感染症
対策に係る外
部連絡手段
確保事業

①新型コロナウイルス感染症対策として市立小中学校
臨時休校の際に学校と保護者等との連絡手段を確保す
るもの。また、分散勤務時に外部との連絡手段を確保す
るもの。
②公用携帯電話使用料
③47千円×3月＝141千円
④地方公共団体

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R2.6 141 141 - - 
R2補正
（地）

62 単 33

新型コロナウ
イルス感染症
対策に係るチ
ラシ等作成事
業

①新型コロナウイルス感染症対策に係るチラシ等を作
成するもの。
②コピー用紙代及び印刷機インク代
③[コピー用紙A4]2,167円×652箱=1,412,884円
　 [印刷機インク]35,750円×18個=643,500円(ブラック)
　 　　　　　　　　 39,050円×42個=1,640,100円(シアン、
マゼンタ、イエロー)
　 【合計】1,412,884円＋643,500円＋1,640,100円
=3,696,484円
④地方公共団体

－ － － － － －
Ⅰ-６．情報発

信の充実
㉑いずれも該

当しない
R2.4 R3.3 3,697 3,697 - - 

R2補正
（地）
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金

③事業者
への家賃
支援

特定事業
者等支援

基金
経済対策と
の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当

関係）

事業
始期

事業
終期

63 単
マイナンバー
カード交付促
進事業

①申請が煩雑なマイナンバーカードの手続きについて
申請支援を行うため、混雑が懸念されるマイナンバー
カードの窓口体制を強化し、交付促進を図る。
②マイナンバー窓口拡充のための機器導入委託及び備
品購入
③統合端末増設対応業務委託
　　(1,000千円（機器3式）＋840千円（設定作業費））×
1.1＝2,024千円
　備品購入費
　　テーブル：30千円×2台×1.1＝66千円
　　イス：7千円×4台×1.1＝31千円
　　作業台：19千円×2台×1.1＝42千円
　　仕切板：9千円×2個×1.1＝20千円
　　パーテーション（3連）：71千円×2セット×1.1＝157千
円
　　パーテーション：16千円×1個×1.1＝18千円
　　プリンタ・カメラ：75千円×1.1＝83千円
　　マイナンバーカード申請補助端末：587千円×1.1＝
646千円
④地方公共団体

－ － － － － －
②-Ⅱ-１．デ
ジタル改革

④行政IT化 R2.12 R3.3 3,087 3,087 - - 
R2補正
（地）

64 単 12
博物館感染
症対策事業

①博物館において、感染症対策をしながらも見学や体
験学習の質を落とさないための備品を購入する。購入
備品によって解説の聞き取りにくさ解消や飛沫拡散防止
を図る。
②備品購入費
③ハンズフリー拡声器　33,000円×5個＝165,000円
　アクリルパーテーション　9,900円×10個＝99,000円
④市直営博物館2箇所

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.3 264 264 - - 
R2補正
（地）

65 単
公民館等Wi-
Fi設置事業

①オンライン講座やデジタルコンテンツ（YouTube等）を
利用したサークルの紹介、無観客開催におけるライブ配
信などICTを取り入れた新たな生活様式に対応できるよ
うWi-Fi環境を整備する。これにより施設に来場する機会
が低減され密が回避されるほか、サークル活動や興行
事業者の支援にも繋がる。
②インターネット接続サービス料、工事費、システム導入
委託料、備品購入費
③笠懸公民館整備分：2,054,000円
　笠懸野文化ホール整備分：730,000円
　多世代交流館整備分：1,500,000円　　合計　4,284,000
円
④公民館等3箇所

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

⑫文化芸術・
スポーツ・コン
テンツビジネ

ス

R2.12 R3.3 4,284 4,284 - - 
R2補正
（地）

66 単
図書館Wi-Fi
設置事業

①新型コロナウイルス感染症対策として接触型のサー
ビス（紙媒体での予約申請・タッチパネル式の資料検索
など）を減らすため、館内で利用できるwi-Fi環境を整備
し、各個人の携帯電話やタブレットから予約・検索ができ
る体制を作る。
②Wi-Fi設置に係る経費
③初期費用（工事費用）　480千円（218,000円×2館×
1.1）
　月額利用料金　　　　　 44千円（10,000円×2館×2月
×1.1）

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.2 524 524 - - 
R2補正
（地）

67 単
市民体育館
Wi-Fi設置事
業

①現在、体育館の一部でWi-Fiを利用できるが、指定避
難所として避難された方が情報収集及び情報発信の際
には1カ所に集まってしまい密になるため、新型コロナウ
イルス対策としてアリーナ全体をカバーできるネット環境
を整える。
②③工事費用　　　2,746,040円
月額利用料　     58,080円（14,520円×4月）
④市民体育館

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.3 2,805 2,805 - - 
R2補正
（地）

68 単
岩宿博物館
Wi-Fi設置事
業

①岩宿博物館に、全館をカバーするWｉ-Fiを導入するも
の。
岩宿博物館の解説員による個人客向け展示解説はとて
も好評を得ているが、コロナ対策のため現在は休止をし
ている。解説サービスの一部を補うため、館にWI-Fiを導
入して、岩宿博物館のホームページ上の解説資料等を
閲覧しながら見学できるようにすることで、利用者の展
示内容への理解と満足度を向上させることを目的とす
る。また、ＧＩＧＡスクールの推進により学校の見学等でタ
ブレット端末の活用の進展が見込まれことから、自宅や
学校等での事前学習と、当日の学びとの連動性が高ま
り、より深い学習に資することもできる。
②Wi-Fi設置にかかる経費
③導入初期費用 1,200,000円
　　配線工事及び機器、電源配線工事費
　利用料金　　　　50,000円（3ヶ月分）
④岩宿博物館

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

⑫文化芸術・
スポーツ・コン
テンツビジネ

ス

R2.12 R3.3 1,250 1,250 - - 
R2補正
（地）

69 単
富弘美術館
Wi-Fi整備事
業

➀・富弘美術館のWi-Fiを整備することにより、美術館周
辺の美しい四季折々の風景を来館者が能動的に写真
やユーチューブにより発信することができる。(新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止のため外出を自粛している
方へ映像の発信が可能となり、未来の来館者に繋が
る。)
・富弘美術館や詩画作品の情報を得られることでより充
実した鑑賞を可能とすることができる。
・Wi-Fiの使用箇所を点在させることにより、3密を防ぐこ
とができ、安心した鑑賞が可能となる。
・必要な情報を自分のスマートフォンで得ることにより、
感染リスクを抑制できる。
・来館者が市内施設や観光、グルメ情報の入手が容易
となり、市内周辺の活性化が図れる。
②Wi-Fi整備工事費用、利用料
③工事費用(初期導入費)：4台分　　1,000,000円
　月額利用料　　　　　　　　　　　　　11,000円/月
　※月額利用料を3ヶ月として積算　1,033,000円
④富弘美術館（市直営）

－ － － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

⑫文化芸術・
スポーツ・コン
テンツビジネ

ス

R2.12 R3.3 1,033 - - 1,033 - - 
R2補正
（地）
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70 単
サンレイク草
木維持管理
事業

①新型コロナウイルス感染拡大に伴い利用料金収入が
激減する指定管理施設の事業継続支援。（休業要請期
間を除く）
通常経営での損失（赤字）分を支援するものではなく、過
去の収支実績から一定の基準を設け、コロナの影響に
より生じた純利益の差額を支援することで通常経営の状
況を維持し、事業継続を図るもの。
当該施設は当市の数少ない大型宿泊施設として観光に
おける中核を担っており、事業廃止の場合、多方面に多
大な影響を及ぼすことから、継続を目的とした支援を行
う。
②③支援期間（R2.3/1～4/19　6/1～Ｒ3.3/31）
休業要請期間（4/20～5/31は除く）
【限度額の設定】
・R2.3/1～4/19　6/1～9/30分
過去３年の実績平均と今年度実績との差額
・R2.10/1～Ｒ3.3/31
今年度の落ち込み（縮小割合：収入56％、支出80％）を
過去３年の実績平均に乗じ、全体の限度額を21,200千
円に設定
【各月の支援額】
過去３年の純利益平均と今年度各月の実績との差額に
よるコロナによる影響分を支援金として支出する。
④・交付対象者：（株）フードサービスシンワ

－ ○ － ○ － －

①-Ⅱ-３．事
業継続に困っ
ている中小・

小規模事業者
等への支援

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.4以降 21,200 21,200 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/15894203951
51/index.html

支援金の支払い完了
が4月以降となるため

R2補正
（地）

71 単
幼稚園従事
者慰労金支
給事業

①新型コロナウイルス感染症の感染リスクや不安を抱
えながら、職務を継続した幼稚園の従事者に慰労金を
支給することで、労働意欲の高揚を図り、ひいては幼児
教育の継続と更なる質の向上を目指す。
②対象者１人当たり50,000円の支給
③慰労金50,000円×25人＝1,250,000円
④幼稚園従事者（市民）25人

－ － － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人への

支援

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.3 1,250 1,250 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/16106121684
41/index.html

R2補正
（地）

72 単 12

社会教育施
設新型コロナ
ウイルス感染
症対策事業

①社会教育施設での新型コロナウイルス感染症拡大を
防止するために必要な物品を購入する。
②・③
・手指消毒液18ℓ入159個×5,400円×1.1＝944,460円
・手指消毒液１ℓポンプ式10個×2,800円×1.1＝30,800
円
・キッチンペーパー200枚入533個×90円×1.1＝52,767
円
・ビニール手袋100枚入1,281個×180円×1.1＝253,683
円
・ポリ袋100枚入67個×68円×1.1＝5,012円
・使い捨てマスク550個×50円×1.1＝30,250円

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R3.3 R3.4以降 1,317 1,317 - - 

新型コロナウィルスの
影響により、消耗品等
の確保が難しく年度内
の完納が難しいため。

R2補正
（地）

73 単 12
公共的空間
安全・安心確
保事業

①庁舎及び支所での新型コロナウイルス感染症拡大を
防止するために必要な物品を購入する。
②③
サーモグラフィーカメラ(録画機、モニター及びモニタース
タンドを含む。)：374,000円×4セット×1.1=1,645,600円
加湿器：486,000円
執務室用パーティション：1,996,000円
窓口用［高さ約110㎝］パーティション：1,743,000円
④地方公共団体

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.3 5,871 5,871 - - 
https://www.city.midori.gunma.j
p/www/contents/16082554205
33/index.html

R2予備費
（地）

74 単 12
公共施設空
調入替事業

①新型コロナウィルス感染拡大を防止するため、空調設
備を空気清浄機能が付いた機種に入れ替えるもの。
②空調設備工事費
③笠懸公民館整備分：7,570千円
笠懸野文化ホール整備分：2,534千円
介護予防複合施設整備分：6,500千円
岩宿博物館整備分：11,058千円
ながめ余興場整備分：9,216千円　　合計36,878千円
④市有施設5箇所

－ － － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保
①３密対策 R3.3 R3.4以降 36,878 36,878 - - 

感染拡大の長期化に
伴う緊急対応として補
正予算措置することで
事業着手を早め、令和
3年度夏季までの工事
完了を目標に事業を
実施するため。

R2補正
（地）


